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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プラグが挿抜されるジャックコネクタと、
　前記ジャックコネクタが実装されるジャックコネクタ基板と、
　前記ジャックコネクタ基板が固定される本体部材と、を備えた電子機器であって、
　前記ジャックコネクタ基板には、前記ジャックコネクタが実装される領域と、前記本体
部材に固定される領域が形成され、
　前記ジャックコネクタが実装される領域と前記本体部材に固定される領域との間に、前
記ジャックコネクタに対して前記プラグを挿抜する方向に延出するスリットが形成され、
　前記ジャックコネクタが実装される領域が前記本体部材に固定される領域よりも剛性を
持つように、前記ジャックコネクタが実装される領域に補強板が貼着されることを特徴と
する電子機器。
【請求項２】
　前記本体部材に固定される領域は、前記ジャックコネクタが実装される領域から延出さ
れる腕部に形成されることを特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プラグが挿抜されるジャックコネクタを備えた電子機器に関するものである
。
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【背景技術】
【０００２】
　プラグが挿抜されるジャックコネクタをプリント基板上に実装して、ジャックコネクタ
のプラグ挿入口が外装部材に形成した穴から露出するように、電子機器内部にプリント基
板を配置することが知られている。
【０００３】
　また、このような電子機器では、プラグの挿抜によってジャックコネクタにかかるスト
レスによって、ジャックコネクタとプリント基板との半田付けが割れてしまうという問題
がある。この問題に対して、ジャックコネクタの周囲を補強部材で覆うことで、ジャック
コネクタとプリント基板との半田割れを防止することが知られている（特許文献１参照）
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－７５５５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述の背景技術ではジャックコネクタの周囲を覆うための補強部材を新
たに設けなくてはならず、部品点数が増加してしまうとともに、組立工数も増加してしま
うという課題がある。また、近年電子機器の小型化が進んだために、このような補強部材
を配置するスペースを確保できないという課題もある。
【０００６】
　本発明の目的は、このような課題に鑑みて、補強のための新たな部品を追加することな
く、ジャックコネクタとジャックコネクタ基板との半田割れを防止することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の電子機器は、プラグが挿抜されるジャックコネクタと、前記ジャックコネクタ
が実装されるジャックコネクタ基板と、前記ジャックコネクタ基板が固定される本体部材
とを備えた電子機器であって、前記ジャックコネクタ基板には、前記ジャックコネクタが
実装される領域と、前記本体部材に固定される領域が形成され、前記ジャックコネクタが
実装される領域と前記本体部材に固定される領域との間に、前記ジャックコネクタに対し
て前記プラグを挿抜する方向に延出するスリットが形成され、前記ジャックコネクタが実
装される領域が前記本体部材に固定される領域よりも剛性を持つように、前記ジャックコ
ネクタが実装される領域に補強板が貼着されることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、補強のための新たな部品を追加することなく、ジャックコネクタとジ
ャックコネクタ基板との半田割れを防止することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本実施形態の一例としてのビデオカメラ１の外観図である。
【図２】操作ボタン８および各ジャックコネクタの内部構造を説明する分解斜視図である
。
【図３】ジャックコネクタ基板４の展開図である。
【図４】第２の領域４ｂに実装される各ジャックコネクタにそれぞれプラグを挿入した状
態を示す図である。
【図５】第２の領域４ｂを各ジャックコネクタの挿入口側から見た斜視図である。
【図６】マイク入力ジャックコネクタ１５にマイクケーブルのプラグ４０を挿入し、プラ
グ４０に下方向の力を加えた状態を示す図である。
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【図７】マイク入力ジャックコネクタ１５にマイクケーブルのプラグ４０を挿入し、プラ
グ４０に上方向の力を加えた状態を示す図である。
【図８】第１の領域４ａに実装される各ジャックコネクタにそれぞれプラグを挿入した状
態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明の実施の形態を図に基づき説明する。
図１は、電子機器としてのビデオカメラ本体１を背面から見た斜視図である。ビデオカメ
ラ本体１の背面の略中央位置に、記録動作をスタート・ストップする操作ボタン８が配置
されている。操作ボタン８の左側にはＵＳＢジャックコネクタ１２、ＨＤＭＩ出力ジャッ
クコネクタ１３、コンポーネント出力ジャックコネクタ１４が図示するように上下方向に
並んで配置されている。そして、操作ボタン８の右側にはマイク入力ジャックコネクタ１
５、ＡＶ出力ジャックコネクタ１６、外部電源入力ジャックコネクタ１７が図示するよう
に上下方向に並んで配置されている。
【００１１】
　図２は、図１に示す操作ボタン８および各ジャックコネクタの内部構造を説明する分解
斜視図である。図２において、バッテリ２を収容するバッテリボックス９には、バッテリ
接続部３が取り付けられている。バッテリ接続部３は、板バネ端子３ａ、バッテリワイヤ
３ｂ、およびオス型バッテリコネクタ３ｃからなり、板バネ端子３ａは半田付けによりバ
ッテリワイヤ３ｂと接合されている。また、バッテリ２は、バッテリ２をバッテリボック
ス９に収容したときに、板バネ端子３ａに電気的に接続されるバッテリ端子２ａを備えて
いる。
【００１２】
　撮影者に操作ボタン８が押し込まれることでオンするスイッチ８ｂが第１操作部基板５
に実装されている。第１操作部基板５はバッテリボックス９の面９ｃに固定され、第１操
作部基板５は第２操作部基板７に電気的に接続される。
【００１３】
　ジャックコネクタ基板４はバッテリボックス９の３面を覆うように形成されるフレキシ
ブル基板である。ジャックコネクタ基板４には、バッテリボックス９の面９ａに対向して
固定される第１の領域４ａ、バッテリボックス９の面９ｂに対向して固定される第２の領
域４ｂ、第１の領域４ａおよび第１の領域４ｂをつなぐ第３の領域４ｃが形成される。図
２に示すように、メイン基板６はバッテリボックス９の面９ａに対向して固定される。
【００１４】
　図３はジャックコネクタ基板４の展開図である。ジャックコネクタ基板４の第１の領域
４ａには、ＵＳＢジャックコネクタ１２、ＨＤＭＩ出力ジャックコネクタ１３、コンポー
ネント出力ジャックコネクタ１４が実装されるとともに、メイン基板６と電気的に接続す
るためのコネクタ１０が実装される。ジャックコネクタ基板４の第２の領域４ｂには、マ
イク入力ジャックコネクタ１５、ＡＶ出力ジャックコネクタ１６、外部電源入力ジャック
コネクタ１７が実装される。ジャックコネクタ基板４の第３の領域４ｃには、コネクタ３
ｃと接続されるバッテリコネクタ１８が実装されるとともに、第２操作部基板７と接続さ
れる操作部コネクタ１９が実装される。
【００１５】
　ジャックコネクタ基板４の第１の領域４ａに実装される各ジャックコネクタは、すべて
デジタル信号を入出力するジャックコネクタである。一方、ジャックコネクタ基板４の第
２の領域４ｂに実装される各ジャックコネクタは、すべてアナログ信号を入出力するジャ
ックコネクタである。さらに、ジャックコネクタ基板４の第１の領域４ａがバッテリボッ
クス９の面９ａに固定され、ジャックコネクタ基板４の第２の領域４ｂがバッテリボック
ス９の面９ｂに固定される。したがって、ジャックコネクタ基板４の第１の領域４ａと第
２の領域４ｂとは、バッテリボックス９によって分離されてた状態となる。これによって
、１つのジャックコネクタ基板にデジタル信号を入出力するジャックコネクタと、アナロ
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グ信号を入出力するジャックコネクタとを実装したとしても、デジタル信号とアナログ信
号のセパレーションを確保することが可能となる。
【００１６】
　図４はジャックコネクタ基板４の第２の領域４ｂに実装される各ジャックコネクタにそ
れぞれプラグを挿入した状態を示す図である。
【００１７】
　図４に示すように、マイク入力ジャックコネクタ１５にはマイクケーブルのプラグ４０
が挿入され、ＡＶ出力ジャックコネクタ１６にはＡＶケーブルのプラグ５０が挿入され、
外部電源入力ジャックコネクタ１７には電源ケーブルのプラグ６０が挿入されている。
【００１８】
　図４に示すように、ジャックコネクタ基板４の第２の領域４ｂには、腕部２４、２５が
形成されている。腕部２４は第２の領域４ｂに実装される各ジャックコネクタに対してプ
ラグを挿抜する方向に延出され、各ジャックコネクタが実装される領域との間にスリット
２２が形成されている。同様に、腕部２５は第２の領域４ｂに実装される各ジャックコネ
クタに対してプラグを挿抜する方向に延出され、各ジャックコネクタが実装される領域と
の間にスリット２３が形成されている。また、各ジャックコネクタが実装される領域は、
腕部２４、２５よりも剛性を持つように、フレキシブルプリント基板に補強板３４が貼着
されている。
【００１９】
　グランド板金２９は導電性を有する部材で形成され、バッテリボックス９の面９ａ、面
９ｂ、面９ｃをつなぐように配置されている。グランド板金２９はジャックコネクタ基板
４が固定される本体部材として機能する。ジャックコネクタ基板４の第２の領域４ｂは、
グランド板金２９のうち、バッテリボックス９の面９ｂに配置される部分にビス止めされ
る。したがって、ジャックコネクタ基板４の第２の領域４ｂは、バッテリボックス９の面
９ｂに固定されている。腕部２４の先端にはビス穴２０ａが形成され、腕部２５の先端に
はビス穴２１ａが形成されている。ビス穴２０ａにビス２０をビス締めし、ビス穴２１ａ
にビス２１をビス締めすることで、ジャックコネクタ基板４の第２の領域４ｂはグランド
板金２９にビス止めされる。図４にて符号７０はビデオカメラ本体１の外装部材である。
【００２０】
　図５は、ジャックコネクタ基板４の第２の領域４ｂを各ジャックコネクタの挿入口側か
ら見た斜視図である。図５に示すようにそれぞれのジャックコネクタにプラグが挿抜され
る際には、図５に図示するように、上下左右方向の力が加えられることになる。
【００２１】
　図６（ａ）はマイク入力ジャックコネクタ１５にマイクケーブルのプラグ４０を挿入し
、プラグ４０に矢印Ｆの力を加えた状態を示している。図６（ｂ）は図６（ａ）の状態で
のマイク入力ジャックコネクタ１５とジャックコネクタ基板４の第２の領域４ｂとの半田
付け部３０を拡大した図である。図６（ａ）の矢印Ｆの方向は図５における下方向に相当
する。図６（ａ）（ｂ）に示すように、プラグ４０に矢印Ｆ方向の力を与えて、マイク入
力ジャックコネクタ１５が動いたとしても、ジャックコネクタ基板４のマイク入力ジャッ
クコネクタ１５が実装される領域も同じ方向に動く。したがって、半田付け部３０にスト
レスがかかることがなく、半田割れが発生することがない。
【００２２】
　図７（ａ）はマイク入力ジャックコネクタ１５にマイクケーブルのプラグ４０を挿入し
、プラグ４０に矢印Ｆ’の力を加えた状態を示している。図７（ｂ）は図７（ａ）の状態
でのマイク入力ジャックコネクタ１５とジャックコネクタ基板４の第２の領域４ｂとの半
田付け部３０を拡大した図である。図７（ａ）の矢印Ｆ’の方向は図５における上方向に
相当する。図７（ａ）（ｂ）に示すように、プラグ４０に矢印Ｆ’方向の力を与えて、マ
イク入力ジャックコネクタ１５が動いたとしても、ジャックコネクタ基板４のマイク入力
ジャックコネクタ１５が実装される領域も同じ方向に動く。したがって、半田付け部３０
にストレスがかかることがなく、半田割れが発生することがない。
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【００２３】
　ジャックコネクタ基板４の第２の領域４ｂが腕部２４、２５の先端にて金属部材２９に
固定されることで、マイク入力ジャックコネクタ１５の動きに対して、ジャックコネクタ
基板４のマイク入力ジャックコネクタ１５が実装される領域が追従する。グランド板金２
９に固定される腕部２４、２５と、マイク入力ジャックコネクタ１５が実装される領域と
の間にスリット２２、２３が形成されることで、補強板３４が貼着されていない腕部２４
、２５だけが変形する。そして、補強板３４が貼着されているマイク入力ジャックコネク
タ１５が実装される領域は変形しない。
【００２４】
　図８は、ジャックコネクタ基板４の第１の領域４ａに実装される各ジャックコネクタに
それぞれプラグを挿入した状態を示す図である。
【００２５】
　図８に示すように、ＵＳＢジャックコネクタ１２にはＵＳＢケーブルのプラグ８０が挿
入されている。ＨＤＭＩ出力ジャックコネクタ１３にはＨＤＭＩケーブルのプラグ９０が
挿入されている。コンポーネント出力ジャックコネクタ１４にはコンポーネントケーブル
のプラグ１００が挿入されている。
【００２６】
　図８に示すように、ジャックコネクタ基板４の第１の領域４ａには、腕部３１が形成さ
れている。腕部３１は、第１の領域４ａに実装されている各ジャックコネクタのプラグ挿
入口とは反対側の一辺から鉤状に延出形成されている。腕部３１と各ジャックコネクタが
実装される領域との間にはスリット３２が形成されている。そして、腕部３１の先端には
ビス穴３１ａが形成され、ビス穴３１ａにビス３２をビス締めすることで、ジャックコネ
クタ基板４の第１の領域４ａはグランド板金２９のうち、バッテリボックス９の面９ａに
配置される部分にビス止めされる。さらに、各ジャックコネクタが実装される領域は、腕
部３１よりも剛性を持つように、フレキシブルプリント基板に補強板３３が貼着されてい
る。
【００２７】
　したがって、ＵＳＢケーブルのプラグ８０をＵＳＢジャックコネクタ１２に挿入して、
プラグ８０に力を上下方向の加えたとしても、補強板３３が貼着されていない腕部３１だ
けが変形する。そして、補強板３３が貼着されているＵＳＢジャックコネクタ１２が実装
される領域は、ＵＳＢジャックコネクタ１２と一体となって動く。これによって、ＵＳＢ
ジャックコネクタ１２の半田付け部にストレスがかかることがなく、半田割れが発生する
ことがない。
【００２８】
　以上、説明したように、本実施形態は、ジャックコネクタ基板の各ジャックコネクタが
実装される領域に補強板を貼着するとともに、補強板を貼着しない腕部を実装領域から延
出させて、その腕部で基板を固定している。このような構成によって、ジャックコネクタ
に挿入されたプラグに力を与えても、ジャックコネクタと基板との間の半田付け部に過大
なストレスが加わることがない。したがって、基板とジャックコネクタとの間の半田割れ
を防止することが可能となる。
【符号の説明】
【００２９】
　４　ジャックコネクタ基板
　１２　ＵＳＢジャックコネクタ
　１３　ＨＤＭＩ出力ジャックコネクタ
　１４　コンポーネント出力ジャックコネクタ
　１５　マイク入力ジャックコネクタ
　１６　ＡＶ出力ジャックコネクタ
　１７　外部電源入力ジャックコネクタ
　２２、２３、３２　スリット
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　２４、２５、３１　腕部
　２９　グランド板金

【図１】 【図２】



(7) JP 5550326 B2 2014.7.16

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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